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１．決算のポイント 

1 

■ ２０２０年度決算は、減収・減益 

 

■ 保険料等収入は、海外金利の低下に伴う一時払外貨建養老保険の販売減少を 

  主因に減収 

 

■ 基礎利益は、一時払外貨建養老保険の販売減に伴う付加保険料の減少を 

  主因に減益 

  

■ 健全性を示すソルベンシー・マージン比率は、前年度末と同水準の 

  １，１７５．２％ 



２．収支の状況  
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 ■保険料等収入は、海外金利の低下に伴う一時払外貨建養老保険の販売減少を主因に、前年度比
　 ３３.９％減の４，４１２億円。
 ■基礎利益は、一時払外貨建養老保険の販売減に伴う付加保険料の減少を主因に、前年度比
　 ７．６％減の３２０億円。



３．新契約の状況〔個人保険＋個人年金保険〕 
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 ■新契約年換算保険料は、新型コロナウイルス感染症の拡大による営業活動の自粛、海外金利の低下
　 に伴う外貨建保険商品の販売減少により、前年度比４２．８％減の１８９億円。
　



４．保有契約の状況〔個人保険＋個人年金保険〕 
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 ■保有契約年換算保険料は、前年度末比０．１％増の５，１４７億円。



５．保有契約の状況〔団体保険・団体年金保険〕  

5 

 ■団体保険（保有契約高）は、総合福祉団体定期保険の保有が増加した一方、団体定期保険および
　 団体信用生命保険の保有が減少したことから、前年度末比３．２％減の１１兆７，２５０億円。



６．損益計算書・貸借対照表・健全性  
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 ■当期純利益は、基礎利益が減少したこと等から、前年度比で減少。
 ■ソルベンシー・マージン比率は、株価上昇に伴う有価証券の含み益の増加および資産運用リスクの
   増加等により、前年度末と同水準の１，１７５．２％。実質純資産は、前年度末比４．０％増の
   １兆３，３１４億円。
 



７．契約者配当について 
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■契約者配当

個人保険・ … 前年度に引き続き、継続中のご契約に対する通常配当、並びに
消滅時特別配当を実施いたします。
契約者配当の水準は、前年度と同一の水準に据え置きます。

個人年金保険

団体保険・ … 前年度と同一の水準に据え置きます。

団体年金保険



８．当社における新型コロナウイルス感染症への対応 

8 

【２０２０年度の保険金等の支払状況、特別取扱いの状況】　 

　　○ 新型コロナウイルス感染症による保険金や給付金の支払状況 

　　　　- 死亡保険金：約１６０件、約１１．５億円 

　　　　- 入院給付金：約２,４２０件、約３．１億円 

　　○ 保険料払込猶予期間延長の件数は約４，４４０件 

■ 新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けられている皆さまに心からお見舞い申しあげます。
　 当社では、お客さまと従業員の安全・安心を最優先として感染拡大防止を徹底しつつ、適切な営業活動
   やお客さまへの心のこもったサービス提供を図っています。

　【営業活動における取組み】
　　 お客さまのアポイント取得を前提とした訪問活動や、対面を希望されないお客さまへは電話や
　 　郵送およびオンラインの活用によるご契約内容の説明を行うなど、感染予防対策を徹底のうえ、
　　 営業活動を行っています。

　【ご契約に対する各種お取扱い】
     保険金・給付金・契約者貸付金の簡易迅速なお支払い（必要書類の一部省略など）、同感染症を
     直接の原因としてお亡くなりになった場合、「災害死亡保険金」等の支払対象とするなど、各種
     のお取扱いを行っています。（２０２１年５月２６日時点）


